
コ
ク
l

コ
サ

極
集
寺

鳳
京
都
常
円
の
内
の
小

御
家
人

加
賀
滞
で
は
奥
力
・
御
歩
・

が
、
事
保
五
年
ま
で
に
止
っ
て
ゐ
る
。

ゴ
ヨ
タ
コ
ウ
ネ
ン
プ
護
国
公
年
鰭
十
二
飾
文

は
七
加
。
木
村
兵
群
著
。
事
保
八
年
五
周
九
日
前
田

吉
徳
の
織
統
か
ら
‘
二
十
年
十
二
周
晦
日
ま
で
の
記

録
で
あ
り
、
叉
御
部
屋
住
年
表
と
て
、
吉
岡
徳
誕
生
以

後
の
記
録
が
一
般
附
録
と
な
っ
て
ゐ
る
。

ゴ
ヨ
タ
コ
ウ
ネ
ン
プ
ツ
イ
カ
護
園
公
年
譜
遺
加

一
加
。
森
出
良
郷
著
。
前
回
吉
徳
の
亭
保
二
十
一
日
中

ハ
元
文
元
年
〉
か
ら
、
延
事
二
年
卒
去
に
京
る
ま
で
の

記
録
で
あ
る
。

ゴ
ヨ
タ
ジ
護
国
寺
能
美
郡
五
回
寺
に
あ
っ
た

寺
院
。
白
山
記
に
申
宮
入
院
の
中
に
被
凶
寺
を
挙
げ

て
、
鶴
海
郷
に
臨
す
る
と
す
る
も
の
で
、
源
.
平
盛
装

担
で
は
南
四
三
守
の
中
に
撤
へ
て
ゐ
る
。
賀
永
誌
に
‘

五
凶
寺
村
に
寺
屋
敷
跡
が
あ
る
と
あ
る
。
こ
の
村
の

白
山
祉
は
制
限
同
寺
の
鎮
守
で
あ
っ
た
ら
う
。

ゴ
ヨ
タ
ジ
豆
園
寺
能
楽
部
時
梅
郷
に
在
る
部

務
。
郷
村
名
義
抄
に
、
古
へ
五
凶
寺
が
あ
っ
た
か
ら

村
名
を
得
た
と
あ
る
。
五
凶
寺
は
謎
閥
寺
で
あ
る
。

ゴ
コ
タ
ジ
イ
ナ
リ
シ
ヤ
亘
穀
寺
稲
荷
枇
能
美

郡
小
松
泥
町
に
あ
っ
た
。
正
保
元
年
山
伏
行
臓
坊
に

前
回
利
常
か
ら
域
内
に
在
っ
た
稲
荷
の
跡
慨
を
預
け

ら
れ
て
奉
記
し
た
に
初
る
。
後
別
賞
は
本
山
波
の
山

伏
で
五
穀
寺
と
い
う
た
が
、
明
治
の
後
復
飾
し
、
前

祉
を
穫
島
跡
祉
と
帯
し
た
。

ゴ
ヨ
タ
シ
ョ
ウ
モ
ン
後
刻
謹
文
後
刻
諮
文
は

金
調
停
の
米
仲
買
座
に
臨
す
る
銀
仲
の
運
用
し
た
も
の

で
、
後
刻
手
形
と
も
後
刻
銀
と
も
言
う
た
。
こ
の
手

形
は
極
め
て
古
く
か
ら
起
。
、
或
る
一
定
の
期
日
に

商
品
又
は
金
銭
を
受
渡
し
す
る
契
約
を
以
て
遊
行
す

る
を
本
来
の
性
質
と
す
る
が
、
米
仲
買
や
銀
仲
の
闘

で
種
々
の
目
的
に
利
用
せ
ら
れ
た
。
後
刻
語
文
を
略

し
て
後
刻
と
も
言
ひ
、
『
商
問
屋
武
助
能
、
四
十
質
問

ゴ

タ

ラ

タ

ジ

定

観

等

、

凡

そ

=

一

品

の

士

以

下

の

給

誠

人

を

総

構

し

字
0

・

て

御

家

人

と

い

ふ

こ

と

も

あ

っ

た

。

ゴ
ク
ラ
タ
ジ
極
集
寺
珠
洲
榔
法
住
寺
ハ
部
務
-
コ
ケ
ン
古
検

J
ケ
シ
チ
検
地
。

名
〉
に
在
っ
て
、
提
言
宗
法
住
寺
に
臨
す
る
塔
司
で
一
コ
ゲ
ン
Z
Z
ベ
ン
古
言
衣
延
焼
一
加
。
奥
村

あ
っ
た
が
、
臨
臨
年
中
に
腹
絶
し
た
。
一
祭
賞
者
。
此
の
都
は
五
十
脅
の
阿
行
の
エ
と
夜
行
の

ゴ
タ
ラ
タ
バ
シ
極
集
積
金
持
城
内
本
丸
と
こ

J

一
エ
と
別
脅
な
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
自
序

丸
と
の
刷
物
の
定
抑
制
に
架
け
た
織
で
、
そ
れ
を
渡
り
本
一
に
文
政
十
年
平
の
と
よ
武
と
あ
る
の
は
、
策
貨
の
一

丸
ヘ
目
覚
る
段
を
雌
木
坂
と
い
う
た
。
此
の
梼
名
は
、
一
名
で
あ
る
。

常
城
創
立
以
前
か
ら
の
古
名
で
、
往
昔
本
丸
に
金
禅
一
ゴ
ケ
ン

F
ウ
亙
問
堂
能
突
端
板
梅
郷
に
臨
す

御
坊
の
あ
っ
た
頃
‘
土
民
等
そ
の
地
を
上
品
上
生
の
一
る
邸
wm
。

疑
と
し
て
隼
敬
し
、
そ
こ
に
審
諒
す
る
橋
で
あ
る
か
一
ゴ
ゴ

E

E

J
サ
カ
ジ
リ
ヤ
ゴ
ゴ
坂
尻
屋
五

ら
極
楽
一
橋
と
名
付
け
た
と
俸
へ
る
。
一
五
。

ゴ
ク
ラ
タ
パ
シ
極
禦
穏
金
制
作
の
縞
名
。
東
御
一
ゴ
コ
ウ
ト
ウ
豆
番
湯
滞
の
老
臣
奥
村
氏
の
家

坊
町
(
今
続
安
江
町
〉
か
ら
商
御
坊
町
ハ
今
.K
白
川
町
〉
へ
一
士
村
山
氏
の
儒
法
で
、
震
前
建
設
の
妙
薬
と
し
て
畿

往
く
聞
の
梼
で
、
東
西
本
願
寺
別
院
の
刷
に
在
っ
た
一
質
せ
ら
れ
て
ゐ
た
。
石
川
端
北
鹿
閥
村
の
五
番
揚
は

た
め
俗
に
様
架
橋
と
呼
ん
だ
も
の
で
あ
ら
う
。
務
政
一
之
を
停
へ
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
味
少
い
と
い
は
れ

巾
は
惣
櫛
揃
の
橋
で
あ
っ
た
潟
、
橋
爪
に
番
人
の
家
一
る
。
村
山
氏
は
看
板
を
出
さ
ず
、
門
の
屋
艇
を
挺
発

が

あ

っ

た

。

一

と

し

て

、

そ

れ

を

山

里

か

ら

来

る

者

の

同

じ

る

し

と

ヨ
タ
ラ
ネ
ヂ
パ
カ
マ
小
倉
ね
ぢ
・
袴
一
加
。
膝
一
し
で
あ
っ
た
。

m克
章
が
百
人
一
首
に
擬
し
た
狂
献
を
一
一
貝
ご
と
に
一
ゴ
コ
ウ
プ
ン
コ
ウ
搭
商
交
諸
諸
問
鳳
卿
の
文

符
き
、
そ
の
子
容
滞
が
十
ご
一
畿
の
頃
描
き
添
へ
た
一
集
で
あ
る
。
大
野
郷
前
古
盤
記
・
掠
部
考
古
態
把
・
遊

狂
舗
が
加
へ
て
あ
る
。
同
じ
狂
般
の
潟
本
で
、
も
ぢ
一
梅
出
制
記
・
溢
一
一
一
一
凶
嶺
記
・
M
m
谷
郷
遊
記
な
ど
、
説
明
者

。
百
人
一
首
と
越
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
拍
一
の
考
税
制
に
幽
す
る
文
も
多
い
。

前

が

異

な

っ

て

ゐ

る

。

一

ゴ

コ

ウ

ヤ

カ

ヘ

Z

E
番
屋
嘉
兵
衛
石
川
郡
北

コ
ケ
イ
シ
ヨ
ウ
ジ
ュ
ン
虎
漢
正
淳
石
川
郡
山
口
一
腕
附
の
人
。
幼
有
利
市
、
休
哉
と
脱
し
た
。
少
よ
り

洞
宗
大
一
栄
寺
十
ぶ
代
の
住
持
c
法
を
提
室
智
附
に
嗣
一
・
漢
撃
を
金
悌
三
位
高
島
水
翁
に
県
び
て
、
斑
子
の
研

ぎ
、
天
文
五
年
提
室
の
寂
後
大
莱
寺
に
主
と
な
0
、
一
究
に
力
を
致
し
、
議
に
濁
摂
を
以
て
最
も
能
く
支
那

承
天
寺
九
代
を
粂
ね
た
。
拡
治
元
年
乙
卯
二
周
二
日
一
の
稗
官
小
説
を
解
し
た
。
大
正
九
年
七
周
二
十
七
日

寂

。

一

夜

、

官

学

年

五

十

八

。

コ
ゲ
ツ
イ
ン
狙
月
院
加
賀
滞
京
第
三
代
前
凶
一
ゴ
ヨ
ク
イ
ン
謹
園
院
加
賀
滞
主
第
六
代
前
回

利
常
の
子
鶴
丸
の
法
説
。
詳
し
く
は
孤
舟
院
溜
鴻
涼
一
吉
徳
の
法
焼
。
詳

L
く
は
謎
凶
院
仰
鐙
法
性
大
居
士
。

秋

章

子

。

ゴ

コ

ク

コ

ウ

ゴ

ネ

ン

ピ

ヨ

ウ

護

国

公

御

年

表

ゴ

ケ

-

-

ン

三

加

。

有

得

点

附

の

模

。

前

回

吉

徳

の

年

表

で

あ

る

三
O
四

一
向
致
方
無
之
』
な
ど
L
使
用
し

計
之
後
刻
有
之
、

た
例
も
あ
る
。

ヨ
ゴ
シ
ヨ
ウ
子
小
時

小
勝
。コ

ゴ
シ
ョ
ウ
小
小
綿

'h
持。コ

ゴ
シ
ョ
ウ
バ
ン
ガ
シ
ラ
小
小
勝
番
頭

、グゴ

Y

ヨ
ウ
パ
Y
ガ
シ
ラ
奥
小
静
香
顕
。

コ
ゴ
シ
ョ
ウ
ヲ
ド
リ
完
小
銭
踊
箆
永
申
に
奈

つ
て
は
倣
態
の
漸
く
躍
縦
に
流
れ
た
紡
果
、
務
侯
近

侍
の
兇
小
姓
に
踊
を
練
習
せ
し
め
る
こ
と
が
行
は
れ

た
。
同
十
七
年
前
閃
利
常
が
将
軍
徳
川
家
光
を
そ
の

江
戸
郎
に
錨
前
せ
し
時
に
も
兇
小
姓
踊
を
御
覧
に
供

し
‘
そ
の
後
家
光
の
上
野
南
光
坊
に
臨
ん
だ
時
、
及

び
酒
井
讃
岐
守
邸
に
赴
い
た
時
に
も
‘
並
び
に
老
中

の
命
に
よ
っ
て
利
常
は
之
を
出
演
せ
し
め
、
金
調
停
に

於
い
て
は
、
利
常
の
在
附
し
て
年
到
の
砲
を
受
け
終

っ
た
時
.
能
梁
と
北
ハ
に
兇
小
姓
踊
を
演
ぜ
し
め
、
諸

士
を
初
め
跡
職
併
侶
に
観
覧
せ
し
め
た
こ
と
が
あ

る
。
兇
小
姓
は
小
々
一
将
又
は
子
小
将
と
郵
く
も
の
に

同
じ
い
。

ゴ
コ
モ
ン
ギ
亙
閏
間
議
…
加
。
元
文
元
年
有

揮
武
貞
者
。
治
.
干
の
際
に
於
い
て
兵
法
を
修
行
す
る

躍
が
、
戦
時
の
心
得
と
し
て
態
め
知
り
置
く
べ
き
こ

と
五

d
mを
壊
げ
て
論
機
し
た
も
の
。

コ
ヨ
ロ
マ
カ
セ
己
与
ろ
ま
か
せ
一
加
。
金
搾

の
俳
人
後
川
編
。
巻
聞
に
芭
蕉
か
ら
曲
水
に
宛
て
た

尺
臓
を
紘
せ
、
そ
の
中
に
『
住
っ
か
ぬ
般
の
こ
L

ろ

や
置
短
燈
』
の
句
が
あ
る
か
ら
題
名
を
採
っ
た
の
で

あ
ら
う
。
お
凶
門
の
諸
家
の
句
が
あ
り
、
容
屈
に
乙

南
・
希
凶
の
句
評
が
あ
る
。
箆
府
十
二
三
年
の
著
と

見
え
る
が
、
序
践
刊
記
は
無
い
。

ゴ

ザ

呉

産

J
牛
ム
シ
ロ J

オ
タ
ゴ
シ
ョ
ウ

J
オ
ク
ゴ
シ
ョ
ウ

附
鐙
。

奥奥オ


